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この講義では、複数の文化を比較することを通じ、文化がいかにその当事者たちにとっては「あたりまえ」のことであり、他者には分かりづらい細
かなところにも文化があるか、を実感することをめざす。こうした実感を通じ、仮に自分が重要性を感じにくいことでも、その文化を有する人たちに
とっては彼女ら・彼ら自身の存否にもかかわるほど大切な場合のあることを理解する。
このようにして文化の大切さを感じることを通じ、お互いを尊重しながら、異文化を持つ人たちと暮らしたり働いたりできる人になることが、この講
義のねらいである。

選  考  方  法 書類選考 なし

連　　絡　　先 長崎国際大学　教務課　TEL　0956-39-2020　　FAX　0956-39-3111

科目内容

履  修  年  次 1年次以上 定期試験・課題・授業態度を総合的に評価する。

開  講  場  所 本学キャンパス なし

単  　位　  数 2単位 令和８年９月２４日（ 木 ） ～ 令和９年１月２２日（金）

授  業  定  員 200人　（うち単位互換定員10人）　 　　時　　分　～　　時　　分（９０分）　「毎週　　曜日」※未定

開　講　形　態 既存科目　・　後期 未定

教養 ・ 専門別 教養 未定

異文化を理解し国際社会に貢献できる人材になるためのコミュニケーションのスキルを、グループプレゼンテーションを通じて学修する。具体的
には、文化とは何か、コミュニケーションとは何かを理解したうえで、自分とは異なる文化を持つ人に自分の考えと気持ちをどう伝えたらよいか、
また相手の考えと気持ちをどう受け取ればよいかを学ぶ。

科 目 番 号 3F-9 比較文化論

大　学　等　名 長崎国際大学 滝　知則（人間社会学部　国際観光学科　教授）

連　　絡　　先

科目内容

開  講  場  所 本学キャンパス なし

選  考  方  法 書類選考 なし

授  業  定  員 80人　（うち単位互換定員4人）　 　　時　　分　～　　時　　分（９０分）　「毎週　曜日」※未定

履  修  年  次 2年次以上 定期試験・課題・授業態度を総合的に評価する。

教養 ・ 専門別 教養 未定

単  　位　  数 2単位 令和８年４月９日（木） ～ 令和８年７月３０日（木）

大　学　等　名 長崎国際大学 滝　知則（人間社会学部　国際観光学科　教授）

開　講　形　態 既存科目　・　前期 未定

　現代社会における国民の教育は、学校教育のみならず社会教育との両翼による教育となっている。学校教育と社会教育の相違の明確化と、
社会教育の目的と意義を理解することをねらいとする。また、生涯学習概論は学芸員の資格取得で必修科目であることから、特に博物館と社会
教育に焦点を充てて講義を展開する。授業の導入において、講義のポイント及び問題を提起し、授業内で解決方法を見出す。

科 目 番 号 1F-11 異文化コミュニケーション論

選  考  方  法 書類選考 なし

連　　絡　　先 長崎国際大学　教務課　TEL　0956-39-2020　　FAX　0956-39-3111

科目内容

履  修  年  次 2年次以上 レポート、小テスト、授業態度・参加度による評価

開  講  場  所 本学キャンパス なし

授  業  定  員 200　人　（うち単位互換定員10人）　 　　時　　分　～　　時　　分（９０分）「毎週　曜日」※未定

開　講　形　態 既存科目　・　前期 未定

教養 ・ 専門別 教養 未定

社会科学

科 目 番 号 1F-10 生涯学習概論

大　学　等　名 長崎国際大学 坂口　さとこ（人間社会学部　国際観光学科　準教授）

単  　位　  数 2単位 令和８年４月９日（木） ～ 令和８年７月３０日（木）
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自然科学

1年次以上 授業中課題、レポートを総合的に評価する。

開  講  場  所 本学キャンパス なし

履  修  年  次

選  考  方  法 書類選考 なし

3G-6 地球環境論

大　学　等　名 長崎国際大学 平良　文亨　（薬学部　薬学科　教授）

開　講　形　態 既存科目　・　後期　 未定

科 目 番 号

近現代における人間活動の拡大や産業活動の増大に伴う環境汚染は、地域だけの事象とは限らず、地球規模の環境問題を引き起こしている。
21世紀は、これらの諸問題を克服し、環境に配慮したアクションが重要となる。しかしながら、環境問題は専門家・科学者の間でも意見が一致し
ているとは言い難く、解析・評価方法によって将来的な予想が異なるため、課題解決には困難が予想される。加えて、多くの情報を得ることがで
きる現代社会において、受け手側の情報の取捨選択も重要となる。本講義では、様々な視点から環境問題を捉え、正しく評価し、考えて課題解
決する力を身に付けることを目的とする。

連　　絡　　先 長崎国際大学　教務課　TEL　0956-39-2020　　FAX　0956-39-3111

科目内容

授  業  定  員 100人　　（うち単位互換定員　5人）　 　　時　　分　～　　時　　分（９０分）　「毎週　曜日」※未定

教養 ・ 専門別 教養 未定

単  　位　  数 2単位 令和８年９月２４日（ 木 ） ～ 令和９年１月２２日（金）

本講座の目的は、将来、在宅がん医療や緩和ケアを多職種協働で実践できる専門職の人材育成である。「在宅医療概論」では、在宅医療に必
要な基礎知識を学ぶとともに、連携する専門職種の役割と情報の共有について理解を深めるため各分野の専門家を招いたオムニバス形式の講
義を行う。

選  考  方  法

科目内容

履  修  年  次 １年次以上 随時試験、課題、授業参加度を総合的に評価する。

開  講  場  所 本学キャンパス なし

書類選考 なし

連　　絡　　先 長崎国際大学　教務課　ＴＥＬ0956-39-2020　ＦＡＸ0956-39-3111

単  　位　  数 ２単位 令和８年４月９日（木） ～ 令和８年７月３０日（木）

授  業  定  員 　　２４０人 （うち単位互換定員１０人） 　　時　　分　～　　時　　分（90分）「毎週　　曜日」　※未定

開　講　形　態 既存科目　・　前期 未定

教養 ・ 専門別 教養 未定

大　学　等　名 長崎国際大学 大磯　茂　（薬学部薬学科 教授）　他

医学・薬学

科 目 番 号 1H-2 在宅医療概論


